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で
あ
る
。
さ
て
こ
れ
で?:
の
變
化
の
13
、
T
、
E
に
對
す
る
效
果
を
定
式
化
す 

る
、
四
っ
の
i

の
彈
カ
性
に
ょ
っ
て
そ
れ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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問
題
は
こ
の
三
っ
の
關
係
に
あ
る
が
、
そ
の
前
に
右
の
⑽
と
；

§
：

武
は
分
析
の 

便
を
考
え
て
左
の
ょ
ぅ
な
形
に.が
え
る
。
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ス

ミ
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著

『

爲

替

相

場

の

調

整

と

生

活

水

準

』

w
.

 L. Smith, E
x
s
a
n
g
e

 Rate Adjustments 

and Living g
^
Q

p̂ards. A. EL 

W
J 

Dee. 1̂
54.

國
際
收
支
の
不
足
や
こ
の
た
め
に
採
用
さ
れ
る
爲
i

場
切
下
の
政
策
が
、

一
國
の
生
活
水
準
に
い
か
な
る
關
係
を
有
す
る
か
と
い
5
こ
と
は
、
'貿
易
政
策 

の
效
果
分
析
の
重
要
な
一
仰
面
で
あ
る
。
.勿
論
こ
の
問
題
の
と
り
あ
つ
力U
方 

は
決
し
て
一
機
で
は
な
い
。
卽
ち
、
こ
こ
で
い
ぅ
生
活
水
取
を
ど
の
よ
ぅ
に

-L 

て
と
ら
え
る
か
に
よ
つ
て
、
こ
の
厚
生
分
折
の
内
容
は
自
ら
異
つ
て
く
る
。
本 

論
文
は
生
活
水̂

を

H
o
a
l

 a
m
o
u
n
t

 of g
o
o
d
s

»
く
.̂
^
2:
<1
>
HJ
cl-
idomes- 

u
c us

e

と
規
定
し
て
、
翁
の̂

を̂
定
式
化
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

'ま
ず
第
一
に
、
爲
鬵
場
の
調
整
の
、
貿
易
收
支
、
交
易
條
件
、
生
活
水
準
ぺ 

の
®

的
な
效
果
を
考
え
る
。
假
定
と
し
て
、
_國
內
■

品
と
輸
出
品
の
み
を 

生
產
し
、
完
全
雇
傭
、
生
產
要
素
の
供
給
不
變
と
み
な
す
。
記
號
を
瓦

(

前
述 

の
意
味
で
の
生
活
水
準

)

、
M(

轍
入)

、

X (

轍
出)

、
.

P 

(

輸
出
前
の
國
內
相 

對
價
格)

、
，?>(

輸
出
前
の
外
國
相
對
價
格

)

、
又
轍
入
前
の
國
內
相
對
價
格

)

、 

ゲ(

輸
入
前
の
外
國
相
對
價
格

)

、
5(

外
貨
で
の
貿
易
收
支

)

、

 ̂

(

爲

證

場)

、

(仆 (P) (ハ） ㈡

Sa； =  0 Sx~ 00 sx ~  CO s* - 0
sm — 0 sm=. 00 Sm ̂  00

clB IcX kXdx fcX ば” j
X d T JcX ~ k X 0 0
dE 0 /cX(d^；+c?抑） ~lcX.dx. —IcXdm .

:
:
:

…

.
：…

…
…

丨

I

、

.

勿
論
こ
こ
で
最
初
の
狀
態
に
お
い
て
貿
易
收
支
が
均
衡
し
て
い
る
も
の
と
い 

う
特
殊
な
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、00
/
及

び

縛

式

は

各

々
•

:
:
:
:

基
、、

と
な
る
。
こ
の
特
殊
な
爆
合
の
贸
易
收
支
、
交
易
條
件
、
生
活
水
準
間
の
關
係 

は
簡
單
な
次
の
式
に
表
わ
さ
れ
得
る。

.

+ 

.

.

.

.

…
…
…
…
…
…
：…
…

.
：
：
：
：
•
登

_
ち
、
爲
替
相
場
の
調
整
上
り
生
ず
る
生
活
水
準
の
變
化
は
、

.
1:貿
易
收
支 

の
變
化
プ
ラ
ス㈦
识
前
の
輸
出
額
で
加
重
さ
れ
て
針
ら
れ
る
交
易
條
件
の
變
化 

•
に
等
，し
い
。
更
に
そ
，の
際
爲f

場
が
安
定
的
で
あ
る
狀
態
と
不
安
定
で.あ

る. 

狀
態
と
'に
區
別
し
て
考
え
る
と
と
う
で
あ
る
。
,安
定
的
な
ヶ
ー
ス
で
は
、(l
o
r式 

は
‘疋
、
卽
ち
爲
替
切
下
は
贸
易
收
交
を
改
善
す
る
。
_
式
は
常
に
負
で
あ
る
か 

ら
、
切
下
は
常
に
生
活
氷
準
の
引
下
を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
安
定
的
爲
替
市 

.
場
に
あ
つ
て
は
、
贸
晶
收
支
の
改
善
は
生
活
水
準
の
引
下
を
と
も
な
う

こ
と
と 

な
る
。
な
おS

供
給
が
共
に
完
全
に
非
彈
カ
的
な
場
合
、

S

無
限
に
彈
カ
的
な 

場
合
、

H
一
 

方
のf

給
が
芻
全
に
非
蟬
カ
的
で
他
方
の
供
給
が
無
限
に
彈
カ
的 

な
場
合
、
㈡
そ
の
反
對
の
場
令
を
も
想
定
出
来
る
。
そ
の
各
々
の
效
果
を
求
め

' 

れ
ば
、i

の
通
り
要
約
す
るこ
と
が
出
來
よ
う
。
.

>
.

V

 

次
に
不
安
定
な
ヶ
ー
ス
で
あ
る
が
、.■
こ
.の
狀
態
下
で
は
爲
替
相
場
の
引
上
は 

質
^
.

收
支
を
改
善
す
る
。

1:

は
負
で
あ
る
か
ら
、
そ.九
は
生
活
水
準
を
引
上
げ、
.

潘
，評
及
び
鮰
•介

V 

.

か
づ
交
易
條
件
を
有
承
化
す
る
。
し
か
も
そ
の 

有
利
化
の
結
果
は
貿
易
收
支
の
改
善
額
ょ
り
大 

と
な
る
。
.

‘.

以
上
は
當
初
の
貿
易
收
支
が
均
衡
し
て
い
る 

も
の
と
い
う

非
現
實
的
假
定
か
ら
出
員
し
たも 

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
贸
晶
收
支
が
不
足
し 

て
い
た
も
の
と
い
う
一
般
的
な
狀
態
を
假
定
し 

た
ら
ど
う
か
。
そ
の
場
合
に
は
關
係
式
は 

d
E

 

&

」

A
T 

drc 

d
n

 

drt 

.

} 

.=o
-=
o

-c
.
'x
.

と
な
る
。
同
樣
に
爲
替
市
場
が
安
定
的
な
ヶ
I 

0
 ̂

0
^
. 

■ 

/
.^
..ス■と
不
安
定
的
な
ヶ
ー
ス
と
を
考
え
る
と
、
前 

.

~
~

I

I

I
 

. 

■

者
の
ヶ
I
ス
は
さ
き
に
述
べ
た
場
合
と
同
じ
く 

.

:Z
B

お

I

質
昼
收
支
、
交
易
條
件
を
改
善
し
、
生
活
水
準

_
_
_, 

.

.

.

を
弓
下
け
る
。
-L
か
も
そ
，の
引
下
げ
ら
れ
る
程

度
は
こ
の
場
合
の
方
がョ
リ
大
で
あ
る
特
徵
を
も
つ
。
不
安
定
な
ヶ
ー
ス
に
あ 

つ
て
は
.、
當
初
贸
易
收
支
が
均
衡
し
て
い
る
と
す
る
場
合
の
そ
れ
と
同
_
の
結 

果
が
み
ら
れ
る
。

■勿
論
こ
れ
ら
の
淀
式
化
に
よ
る
諸
結
果
は
完
全
雇
傭
を
假
定
と
し
た
も
の
で 

あ
る
が
、
最
後
に
不
完
全
雇
傭
を
想
定
し
て
み
る
。
こ
の
際
に
は

多
く
の
ft
出 

品
の
供
給
彈
力
性
は
お
そ
ら
く
非
常
に
小
さ
い
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
こ
で
、
も
し
そ 

れ
ら
が
需
要
の.彈
カ
性
よ
り
平
均
し
て
小
さ
い
も
の
と
す
れ
ば
、
交
易
條
件
の

五

一

(

六 
ニ 
五)
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八
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五

(

六
ニ
六)

改
善
は
期
待
出
来
、
切
下
國
の
生
活
水
準
引
下
の
壓
カ
を
減
ず
る
。
反
對
に
大 

き
い
も
の
と
す
れ
ば
、そ
の
壓
力
は
更
に
加
重
さ
れ
る
結
果
を
生
ず
る
。
か
く
し 

て
そ
の
殳
肖
か
ら
、「

ホ

_

を

不

安

定

な

ら

し
め
る
に
充
分
な
ほ
ど
彈
カ
性
が 

小
さ
い
こ
と
が
、
爲
替
相
場
を
調
整
す
る.と
と
に
よ
り
貿
^
收
支
を
改
善
せ
ん 

.と
す
る
國
の
f

好
ま
し
い
條
件
であ
る」

と
い
う
結
論
が
引
出
さ
れ
る.の
'で
•

あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
爲
替
安
定
性
理
論
とマ
！

シ
■ャ
ル
-
^
エ
ジ
ヮー

ス
以

來
の
交
易
條
件
論
の
結
合
を
表
示
す
る
も
の
に
：ほ
か
.な
ら
な
い
。
こ
れ
と
共
に 

厚
生
分
析
と
い
う
^
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は

A
l
e
x
a
n
d
e
r

CQ
一de

v
a
l
u
a

丨 

ci
-
i
o
n

 v
e
r
s
u
w

 

j 
日
P
O
H什 B

e
w
t
r
i
c
t
i
o
n

{o
w 

i
 I

n
s
t
r
u
m
e
n
t

 

f
or

 

I
m
p
r
o
v
i
n
g

 F
o
r
e
i
g
n

 

T
r{»
d
e wa

l
a
n
e
e
,

 

L
M
.
F
.

 

s
tta
^

paders, 

vol. 

I. 

N
o
.

 3, A
p
r
.

 1
9
5
1
.

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
厚
生
費
用
と
い
う
概
念
が 

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

U

で
は
生
活
水
準
と
い
う
よ
う
に
厚
生
分
析
の
覦
點 

を
擴
張
し
て
い
る
こ
と
が
め
だ
つ
。
そ
れ
だ
け
に
む
し
ろ
こ
れ
に
重
き
が
お
か 

れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
も
の
で
あ
る。

. 

(

白

石

者

)

印南博吉著『

生

命

保

險

論
0=,

わ
が
國
に
お
け
る
生
命
保
險

(Life Ins
u
r
a
n
c
e
,

 

Lelbensversiche- 

3

S

の
理
論
の
硏
究
は
、
損
害
保
險.

(
p
r
o
p
e
r
t
y

 In
s
u
r
a
n
c
e
,

 

ISTon

丨 

life 

In
s
u
rance,

 

s
c
h
a
d
e
n
s
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
)

す
な
わ
ち
火
災
保
險 

(Fire 

J
J
X
S
a
H
a
n
c
e
,

句eu
e
rversicilerung)

や
海
上
保
險(m

a
r
i
n
e

I
n
s
u
r
a
n
c
e
,

' s
e
e
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
)

の
そ
れ
と
較
べ
て
確
か
に
遲
れ
て
お 

り
、
そ
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
生
命
保
險
の
著
書
と
云
え
ば
そ
の
多
く
は
經
營 

論
、
財
務
論
、
保
險
數
學
、
約
款.
法
律
論
に
屬
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
經
濟 

制
度
、
社
鲁
施
設
と
し
て
の
生
命
保
險
の
原
理
.
理
論
の
硏
究
書
は
極
め
て
少 

數
で
あ
る
。
戰
前
で
は
石川
文
吾
氏T

生
命
保
險J 

(

大
玛
十
四
年)

、
龜
FE
I
鹽 

治
朗
氏
--
.生
命
保
險
論」

(

昭
和
九
年)

、
未
高
信
氏「

生
命
保
險
論」

(

昭
和 

十
二
年)

お
よ
び
ソ
ロ
モ
ン•
エ
ス
.
ヒ
ェ
ブ
ナ
ー
著
、
下
村
重
美
氏
譯

「

生 

命
保
險
經
濟
學」

(

昭
和
三
^) 

S
O
&
S
O
M
W
.

 S
t
e
p
h
e
n

 H
u
e
b
n
e
r
,

 

p
r 

M
W
.

; 

T
h
e

 

E
c
o
n
o
n
i
i
c
s

 
0

£
 

In
s
u
rance,

 

copyright, 

b
y

 

o
. Ap

p
l
e
t
Q
n

 a
n
d
o
o
m
p
a
n
y
w
、

同
じ
く
ヒ
ュ
ブ
ナI
の
諸
論
文
で 

日
本
生
命
.資
料
調
蜜
課
編
譯「

ヒ
ユ
I
ブ
ナ
ァ
傅
士
生
命
保
險
經
濟
論
稿

」

と 

ジ
工
•

ビ

，

マ

ク

リ

ン著
、
本
城
俊
明
氏
譯.

「

生
命
保
險
の
原
理」

(

昭
和
十 

七
年)

(

J

s

o

ptr
-

w
. JMaelLean, L

i
f
e

 J

tJs
u
r
a
n
c
®
J
S
F
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

1939.,)

等
が
そ
の
主
要
な
る
も
の
で
あ
り
、
戰
後
は
マ
ク
リ
ン
の
第
七
版
に
よ 

る
改
譯(

昭
和
.
一
十
一
年)

と
、
メ
ー
ァ
と
オ
ス
ラ
ァ
の
共
著
、
本
城
俊
明
氏
譯 

(

昭
和
三
十
年)

(IVEOdern L
i
f
e

 

JtJ
g
^
^
y
o
®
げ 

Y
w
o
^
e
r

ct
-I. 

M
e
h
r
,

<& HolDert w
.
o
s
l
e
r
.

 

T
i
l
©
M
a
c
m
i
l
l
a
n

 C
o
m
p
a
n
y
,

 N
e
w

 Yorlc.. 

1949.)、

そ
れ
に
本
書
で
あ
る
。
し
か
も
前
の
ニ
書
は
飜
譯
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ 

る
か
ら
、
戰
後
の
生
命
保
險
理
論
の
著
書
は
本
書
の
み
と
一

K

え
る

の

で

あ

る

。
 

本
書
を
學
ぶ
に
際
し
先
ず
こ
の
勸
は
明
記
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
四
章
、
三
論
說
お
よ
び
三
資
料
よ
り
成
る
。

「

第

一

章

生 

命

保

險

の

性

質

」
(

一
ー
ニ
〇

頁

)

の
補
充
と
し
て
保
險.

r

般

に

.關

す

る

す

ぐ

れ 

た
見
解
で
あ
るf

ゥ
ユ
ッ
デ
ィ

.ゲ

ン

の

保

險

概

念

」

を

「

論

説

そ

の

一

」
(

八
五 

丨
ー
ニ 
ニ
頁)
に
掲
げ
、「

罾
四
章
生
命
保
險
の
數
理

」
(

六
三
丨
八
四
頁)

の
理
解
に
資
す
る
た
め
に
は
保
險
料
の
葬
定
に
關
す
る
論
-
の
.一
端
.で
あ
；る 

「

確
定
日
拂
生
命
保
險
の
問
題

」

を
同
じ
く「

論
説
そ
の
ニ」(

一
二
三
丨
.一
三 

八
頁)

に
收
錄
し
、
さ
ら
に
藩
渚
が
第
五
章
に
と
豫
定
し
て
執
筆
し
え
な
か 

っ
たT

生
命
保
險
の
經
營」

.の
一
部
に
代
る
も
の
と
し
て

「

論
説
そ
の
三
生
命 

保
險
の
事
業
費
に
就
い
て.1
_
ハ
ー
三
九
丄
竺
S

)

、「

資
料
そ
の
ニ
生
命
保 

險
會
社
の
事
務
組
織

」
(

一
五
九
丨
ー
六
五
頁

)

お
よ
び「

資
料
そ
の
三
新
契
約 

'申
込
書
摩
i

統」
(

一
六
六
1

一
六
八
頁

)

が
_
入
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他 

「

第
二
章
，生
命
保
險
め

效
用」

(

ニ 

丁
四
九
頁

)

、「

第
三
章
生
命
保
險
の

.
 

種
類」

(

五
〇
丨
六
ニ
頁)

と
そ
れ
ぞ
れ
硏
究
が
進
め
ら
れ
、

「

資
料
そ
の
一」 

(

一
五
四
丨
ー
五
八
頁

)

で
は
日
本
經
驗
生
命
表
抜
萃
と
そ
の
計
算
基
數
表
、年 

始
拂
終
身
年
金
規
價
お
よ
沪
同
一
時
拂
保
險
料
等
の
數
表
が
附
，加
せ
ら
れ
て
論 

3
e

の
理
解
に
益
し
て
い
る
。
し
か
し
て
少
し
く
保
險
學
の
硏
究
に
携
わ
っ
た
者 

に
と
っ
て
は
本
文
よ
り
は
各
論
説
に
興
味
を
感
ず
る
こ
と
が
多
大
で
あ
ろ
ぅ
。 

し
か
し
こ
れ
ら
の
論
說
が
本
文
の
理
論
系
列

•

體
系
に
溶
入
っ
で
い
な
い
と
耷 

っ
た
印
象
が
無
い
で
は
な
い
。

 

.

さ
て
藉
者
は「

生
命
保
險
は
保
險
の
•一

 

種
で
あ
るj

ハ
ー
頁)

^

^
コ
ー
ン 

(
G
u
s
t
a
v

 C
o
h
n
)
、.

'
エ
ル
ス
タ
丨(L. 

Mi
s
t
e
r
)、

ラ

ゥ(
K
.

 

H
.

 

R
a
u
)、 

ゲ
バ
ゥ
ア
ー

(
M
.

 

G
e
b
a
u
o
r
)

お
よ
び
ゥ
ィ

レ

ッ

ト(

A
_ 

W
. Willett) 

な
ど
の
生
命
保
險
否
認
說

(
v
e
r
i
l
e
i
n
u
n
g
s
t
h
e
o
r
i
e
)

な
る
も
の
あ
り
。

〉 

―

ゆ̂
え
に「

生
命
保
險
を
よ
ぐ
理
解
す
る
た
め
に
は
、
保
險
一
般
に
っ
い
て 

正
し
い
理
解
を
必
要
と
す
る

」
(

序
一
頁)

と
し
て
第
一
章
、
第1

節

の「

保
險 

の
意
義」

.

(

一
ー
七
K)

と「

保
險
學
說
と
し
て
入
用
説
を
奉
ず
るド
ィ
.ッ
の
諸 

學
者
の
内
、
最
も
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
所
の
、
ヮ
ル
タ
I 

.ゥ
土
ッ
デ
ィ
ゲ
シ 

の
保
險
槪
念」

(

八
五
頁)

を
、
彼
の
論
文r

經
濟
科
學
に
於
け'る
保
險
概
念」

書
評
.及
、び
紹
介

(

匀
.We

d
d
i
g
e
n
,

 D
e
r

 v
e
r
s
i
c
h
e
r
&
g
s
b
e
g
r
i
f
f

 d
e
r

 Y
7
i
r
t
s
c
h
a
f
s

 

を
ホ
心
と
し
て
、
そ
の
保
險
入
用
充
足
說ee

d
a
r
f
s
d
e
c
k

目g
s
t
h
e
o
r
i
e
)

を 

說
明
し
て
、
も
っ
て
生
命
保
險
め
利
用
目
的
を

「

S
己
の
老
後
に
お
け
る
生
活 

費
、
自
己
の
遺
族
の
生
活
費
、
子
供
の
養
育
費
や
學
資
等
の
入
用
を
豫
定
し 

て
、.
之

を

充

足

し

よ

ぅ

と

，す

る

」

.(

ニ
0
頁〕

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
保
險
入
用 

充
足
說
の
經
介
.
主
_
者
と
し
て
の
印
南
氏
の
生
命
保
險
の
著
作
と
し
て
は
極 

め
て
當
然
の
こ
と
で
あ
ろ
ぅ
。

本
書
は
生
命
保
險
の
特
性
を
第
一
章
の
第
二
節

(

七
丄
ー
〇
頁)

に
お
い
て 

「

a
保
險
事
件
が
人
の
生
命
に
關
す
る
偶
然
性
で
あ
る
こ
と

」
(

七
頁)

、「

b
合 

理
的
計
算
に
立
脚
す
る
こ
と

」
(

一
〇
頁〕

、r

e
長
期
奥
約
で
あ
る
こ
と

」
(

一
 

一
一
頁)

、
，「

d
金

融

性

の

强

.
い

こ

と

」
(

一
三頁)

、「

e
損
害
樹
補
性
の
乏
し
い
こ 

と」
(

一
七
頁)

、「

f
家
計
保
險
で
あ
るこ
と」

(

一
九
頁)

と
列
擧
し
て
い
る 

が
、
蓋
し
生
命
保
險
の
性
質
を
盡
し
え
て
い
る
と
宕
え
る
。

「

第
二
章
生
命
保
險
の
效
用

」

で
は
、

こ

れ

を「

家
計
上
の
效
用」

(

ニ
一 

丄
ー
一
七
頁

)

、•「

事
業
經
營
上
の
效
用

J 

(

三
七—

四
ニ
頁)

お
よ
び「

社
會
經
濟 

上
の
效
用」

(

四
ニ—

四
九
頁)

と
三
っ
の
立
場
よ
り
論
じ
、

「

第
三
章
生
命
保 

險
の
種
類」

で
は
、.「

保
險
事
件
に
よ
る
！
^

」
(

五
〇
丨
五
五
頁)

、「

保
險
金 

の
支
拂
に
'よ
る
®

、

」
(

五
五—

五
八
頁)

、「

保
險
料
に
基
く®

、

J 

(

五
八
丨 

五
九
直)

、
さ
ら
に
被
保
險
者
の
數
や
體
質
、
階
級
な
ど
に
よ
る
分
類

(

六
0
丨 

六
ニ
頁)

を
も
示
し
、
そ
の
各
々
に
詳
細
な
說
明
が施
し
て
あ
つ
て
有
益
で
あ 

る
、。

「

第
四
章
生
命
保
險
の
_
數
理」

で
は
、M
保
險
料
の
計
算
を
、
生
存
保
險 

(

年
末
拂
年
金
と
年
首
拂
年
金

)

、
死
亡
保
險(

終
身
生
命
保
險
と
定
期
死
亡
保 

險)

お
.よ
び
^
ぎ
保
險
の
各
種
に
っ
い
て
數
多
の
數
式
を
順
を
追
っ
て
列
擧
し

/
.
 

.

五

三

(

六
ニ
七)


